
令和８年度 

病院医療従事者等の勤務負担軽減及び処遇の改善計画 

1.医師、看護師以外の役割分担・チーム医療について 

薬剤師 

①薬剤選択等に関し積極的な処方の提案 

②薬物療法を受けている患者への薬学的管理の実施 

③薬物の血中濃度や副作用のモニタリングに基づく薬剤の変更等の提案 

④病棟配置加算の取得 

リハビリテーション関係職種 
①理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、物理療法士の業務範囲の明確化 

②事務的業務の補佐 

管理栄養士 

①医師の包括的な指導の下、一般食の内容・形態の決定等 

②特別食の内容・形態の提案 

③経管栄養剤の種類の選択・変更の提案 

臨床工学技士 ①動脈留置カテーテルからの採血 

放射線技師 
①放射線検査等に関する説明・相談 

②画像診断における読影の補助 

その他 

①その他の医療スタッフの積極的な活用 

②MSWや診療情報管理士等の積極的な活用 

③MDC・病棟クラーク等の積極的な活用 

2. 医療従事者の処遇改善について 

院内保育国の設置 ①夜間対応可能。学童、病後児保育対応可能 

有給休暇の取得促進 
①働き方改革における取得義務化をもって、取得計画を作成し、実践する 

②院内平均取得率 40%を目標とする 

超過勤務時間の抑制  

(ワークライフバランスの推進) 

①超過勤務職員の把握、各所属長への周知 

②産業医による面談の斡旋 

③打刻時間と超過勤務申請時間とのﾡ離がある職貝に対して注意喚起 

④超過勤務職員 (月 45 時間以上) がいる部署の業務改善の検討 

⑤平均残業時間月 20 時間を目標とする 
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